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研究助成団体が助成研究成果のオーフ

ン化を義務化する漏れの申で、どのよ
うな制度なら賛成できるか？

もう少しくわしく言うと：

公的資金を用いた研究成果のオープン化が進む中で、
研究助成団体の義務化ポリシーは研究者に大きな影響

を与えるため、研究者の意向がなるべく反映される必
要がある。

私はこう思う！

ここに貼ってね！
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フンサイエンスを既存の研究フロ
セスの中に、当たり前のように組み込
まれている状態になるためにはどのよ

もう少しくわしく言うと：

T~9諮れ i 称才一州ヒ オーヲ〉供Zンa下
,J I の~＇＇.，く lJ l fを

ずの人おお亀斜言巻4-~-l:土~ .~G\協 存協定州内
孝殺kロ ィ、同す~， のJfit,, ＼！~1色

利払口三i~~~ 子：9・毒aぃ＂~iJ

c1efQ 叶＋6、‘’
Op~~ ft＇~から

cl o ~e q ( ") 
bpf ／） 帆ヤ， 1

~~－Gt よれ

与ァJやみ
十
、

,d1

,F1 ペP
‘
判

例
l
n
u

h
づ
－v

（
べA
ψ

一一一一一」



ヒ＆
社会のオープンデータ活動における研
究者・オーフンサイエンスの役割は何
か？

もう少しくわしく言うと：

シビ、ックテックなどを中心に社会で、オーブンデータ作

成の活動が活発化している．その中での研究者やの役
割・オーフンサイエンスとの関係をどのような形で
イ乍っていくことができるか

私は乙う思う！
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市民参加型のオープンサイエンスでの

市民のメリットは何か？

もう少しくわしく言うと：
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オーフンサイエンスとトランスディシ

フリナリティはどう結びつくか？

もう少しくわしく言うと：

．砂

オープンサイエンスの潮流は、社会の多様なステーク
ホルダーとの学問領域を超えた協働研究
(transdisciplinarity）とどう結びつくのだろうか。

私はこう思う！
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オープンサイエンスにはどのような人

材が必要か？

もう少しくわしく言うと：

－ オープンサイエンスの核心にあたるオープンリサーチ
データを推進するためには、 ζζ主主~な至ー竺カきーの
あってそれをP塑Z妊治立るとどのような研究がで v
きるか、というととに精通した「データLを仁ブラリア
ン」が必要だと思う ー← ! 
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2-
研究者がデータを公開したくなるよう

もう少しくわしく言うと：

様々な労力をかけて作成した研究データをmy babyと
して囲う研究者も多い中、データ共有のメリッ卜をど
のように伝え、実効性のある仕組みを作れるか。

私はこう思う！
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ユゐベ
喫緊の研究者への要請が高いDMP

（データマネジメントプラン：データ
管理計画）をどう開発すればよいか？

もう少しくわしく言うと：

·DMPの開発には多様なステークホルダーが関わりうる
中で、研究者をdiscourageすることなく、研究データ
の適切な管理体制を構築できるかが課題

私はこう思う！
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2--=-s 
オープンサイエンスの負の側面は何

か？

もう少しくわしく言うと：

オープンサイエンス＝善、では必ずしもないと思う。
オープンサイエンスの推進によって、不利益をこうむ
ることがあるかもしれない。

私はこう思う！
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2、ぐ
地球研アーカイフズをどう有効活用で

きるか？

もう少しくわしく言うと：

地球研アーカイブズには、地球研のこれまで、の研究成

果が収録されている。これを研究資源として、地球環
境学のオーフンサイエンスに活用するにはどういう工
夫が必要だろうか。

私はこう思う！
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2-C 
オーフンサイエンスでサイエンスの何

が変わるのか？

もう少しくわしく言うと：

－ オーブンサイエンスの核心は、これまで、研究者の手元
にあった非公開のデータをオープンにする「オープン
リサーチデータ」にあると思う。データのオ竺＿LL｛ヒ

を進めるとイノベーションが起こる、 f ラマレ！（（？低
にそうなるのだろうか。
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私はこう思う！
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オーフンサイエンスで地球環境学をど

う変えたいか？

もう少しくわしく言うと：

「オープンサイエンスで地球環境学がどう変わるか」
というよりも「地球環境学をどう変えたいか」という
ことをまず考えて、それに「オープンサイエンスの
ムーブメントをどう取り入れるか」という順序で考え
てみたい。

私はこう思う！

／~t{F "'-
つ t~ Jd'tヲt
シ雰:-p ＂）彦仇

予防官を
め向ム t.... 

柄小は~~I完ゲ
~に、

間達、設

z；ト↑九 e悔銭

~1J・·1l実情ぐ
~~tト I通いd

ここに貼ってね！

ここに貼ってね！


